
     今回は、９月から１２月における学校安全の取り組みについて紹介します。 

＜緊急時対応訓練（スクールバス）＞ 
〇９月２日（月）に、「スクールバス下校中、窒息による生徒の様態急変」を想定して訓練を行った。 

         （ねらい）１つ目に、６月に視察に行った京都市立養徳小学校の「HANAモデル」を参考にして、本校独自の 

短冊を作成したものが、緊急時に有効なツールとして活用できるかどうかの検証を行うこと。 

２つ目に、バス運転手や介助員の緊急時の動きの確認を介助員全員（５名）で行うこと。   

          ※訓練を実施後、介助員６名とバス運転手２名は心肺蘇生研修を実施。 

        〇９月４日（水）放課後にビデオ視聴による検証を行った。 

          ☆職員が緊張感をもって、訓練に取り組んでいた 

          ・介助員やバス運転手は、心肺蘇生研修の回数が少なく、 

手順や必要な動きを確認しながら訓練に挑んでいた。 

          ・本校職員は、職員室に集合した際、どの役割が当たるかは、 

本部指揮の臨機応変な対応に委ねられているので、もらった 

短冊の役割理解に全力を注いだ。 

      ☆情報収集と指示の同時進行の難しさ、役割分担の大切さ 

          ・事故の一報から、すぐ指示を出して現場に向かい、 

その間に詳しい情報を収集できるのが理想。 

今回は、初めの電話で詳しい情報を聞き取るところまで、指示を 

出せずに職員が待機していたので応援に行くのがやや遅れた。 

          ・現場も本部に連絡できるのが、 運転手しかいなく、役割分担の難しさがある。 

          ・必要伝達事項の絞り込みと、まず現場に急行するGOGO班２名の設定が必要。 

☆短冊のメリット・デメリット 

          ・役割がわかりやすい、落ち着いて確認できる。担任だけに負担が偏らなくて良い。 

          ・文字ばかりで、イラスト等視覚的にわかりやすいほうが良い。 

          ・短冊の裏が記録用紙になっていれば、時間や処置の記録が取りやすい。     
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９月 ２日（月） 緊急時対応訓練（スクールバス下校中、生徒の様態急変） 

         介助員、バス運転手の心肺蘇生研修を実施。 

    ４日（水） 緊急時対応訓練（スクールバス下校中、生徒の様態急変）ビデオ視聴による検証。 

１０月３０日（水） セーフティプロモーションスクール制度創設10周年記念シンポジウム参加。 

１１月１９日（火） 小野市学校安全推進委員会参加。 （視察報告、事故の検証） 

９月～１２月    第２回ヒヤリハット事例集約、検討。 

＜セーフティプロモーションスクール制度創設 10周年記念シンポジウム＞ 
１０月３０日（水）に、セーフティプロモーションスクール制度創設10周年記念シンポジウムに参加した。 

記念行事では、文部科学省をはじめタイや中国からも来賓が来られていて、学校安全の広がりを実感した。 

シンポジウムでは、大阪教育大学 学校安全推進センター長の藤田大輔教授 

の基調報告や、４市町の教育長講演があった。 

４市町の取り組みは、規模や土地柄によって特色があり、充実した研修になった。 

中でも、今後、小野市にも導入される「コミュニティースクール」の仕組みを活用 

した協働的な学校安全の取り組みの実践報告は大変興味深く、連携の参考になった。 

SPS認証校が増えることで、更に交流が増え、安全意識の高揚につながると感じた。 



＜小野市学校安全推進委員会＞ 
１１月１９日（火）に、小野市学校安全推進委員会に参加した。 

〇学校安全に係る視察報告 

本校は、「大阪教育大学附属池田小学校の公開訓練（第２回、第３回）」 

「京都市立養徳小学校の視察訪問と公開緊急時対応訓練」 

「大阪府立中央支援学校の視察訪問」  の３つについて報告を行った。 

〇学校事故対応に関する指針【改訂版】について  ・市教委より説明 

〇学校事故事例分析・検討   

  市内小中学校、各校１事例を持ち寄り、中学校区ごとにグループに分かれ、事故の検証について協議を行った。 

  様式は重大事故の報告用のものを使用。事故後の対応や次への改善について理解を深めることができた。 

 【グループ協議での感想、意見等】 

          ・未然防止で、重大な事故が起きないことが1番大切。 

・今回のように、重大事故を起こす前に、軽微な事故を整理し、複数人で検証・改善方法を考えていくことが重要。 

・時系列を追って、話し合うことで、危機意識を持つポイントや段階が焦点化された。 
   

＜ヒヤリハット事例集の作成＞ 
ハインリッヒの法則から、重大事故の未然防止のために「ヒヤリハットの集約」がいかに重要か共通理解を図り、 

定期的なヒヤリハット収集を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒヤリハットの収集は、定期的に収集し対応策を協議 

・児童生徒の一人ひとりの支援におけるヒヤリハット。 

・日常の生活場面からのヒヤリハット。 

・各行事や学習活動に関わるヒヤリハット。など、 

幅広い視点で収集、確認する。 

また、収集、確認する時期によって教職員に危機意識を高め

てもらう目的もある。 

  収集したヒヤリハットは、チーム会議や推進委員会で協議や 

対応案を共通理解する。 

ヒヤリハット事例集を作成のため様式を整理 

    今年度は、ヒヤリハット事例集作成のため、前期に1人1 

事例を作成。夏季の小野市学校安全推進委員会で、市内の

小中学校の先生方と事例の協議。 

ヒヤリハット事例集の活用 

  今後、作成したヒヤリハット事例集が年間を通して活用

できるように、場面や時期等で整理を行う。 

    毎年、事例を積み上げ、共通理解し、重大事故を防ぐツール 

にしていきたい。 


